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台
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／
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述
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。
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＼
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∵
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摩
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。
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∋
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∴
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司
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／
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／
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∵
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／
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萱
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＝
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岡
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だ
∴
蹄
二
に
、
室
っ
ヒ
淘
遼
し
て
坪
や
＼
d
草

中
ソ
し
、
一
八
。
。
⑦
子
も
㈲
＼
奏
し
と
し
－
て
〔
：
叫
、
て
∵
？
語
末
∵
あ
ー
た
。



㊤

ま
右
、
今
も
け
∂
聡
占
云
々
信
は
∵
安
浦
、
詳
言
が
勘
螺
諸
予
で
有
か
r
た

「
「
て
・
か
、
う
∵
ノ
ダ
b
盲
∵
P
翻
∵
㌔
1
言
責
〔
＼
：
し
、
‖
「
ヨ
ネ
i
」
要
し
て
了
承
ユ
リ

好
く
若
「
て
毛
＝
充
∵
与
え
か
：
ノ
　
÷
〉
在
駐
C
で
は
卦
寺
丁
叶
い
∴
仲
麗
子

丁
子
ま
で
へ
子
か
′
て
∵
1
産
C
6
－
小
、
、
＼
こ
す
薯
、
亡
∴

穴
、
疎
と
魯
言
う
申
請
人
名
書
の
肩
、
厄
に
「
当
て

交
付
後
、
申
請
人
は
黙
っ
て
か
つ
う
す
安
‥
そ
し
て
〃
γ
書
、
I
て

希
き
て
・
牢
に
や
、
う
合
計
が
有
り
子
，
十
万
と
双
書
1
有
意
箕
ど
も
か
く

一
作
落
差
包
し
て
　
こ
⊃
1
－
三
っ
当
で
し
た
″
て
い
う
農
採
り
方
が
適

切
で
有
う
う
と
考
、
づ
八
つ
。

主
な
〟
脅
し
驚
遥
末
は
謙
治
－
こ
す
小
高
組
織
の
、
広
告
仲
が
助
か
る

か
う
訪
．
訟
岳
′
と
ま
す
1
年
）
し
奇
書
∴
∵
巾
で
∴
ヨ
て
、
な
に
や
、
う
ー
っ
た
す
き
に

裁
部
勘
当
倖
モ
モ
て
選
び
、
圭
っ
ば
ら
士
で
無
宿
蔦
－
こ
苦
手
で
、
々
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！

た
め
た
訴
＼
訟
孤
を
ま
す
丸
印
ご
と
く
で
京
王
が
∴
脅
注
、
一
合
良
し
て



紅
は
．
壷
ぷ
望
？
細
の
喜
管
見
‡
よ
く
飴
甲
い
た
し
．
ん
叩
通
り
を
ノ
え
毛
並
「

千
若
か
、
～
∵
こ
そ
ふ
く
有
左
前
有
子
の
抱
合
う
篤
㊥
内
で
部
位
事
－
、
手

窮
さ
を
早
く
進
め
て
く
塙
∵
」
の
ま
ま
だ
て
、
有
あ
た
蓬
は
裁
判

古
の
後
台
ま
で
も
守
っ
て
L
ユ
当
マ
ネ
。
ビ
そ
ら
の
言
∵
毒
草

五
C
当
か
曾
判
断
捻
十
は
当
隷
単
音
に
下
～
こ
く
二
七
二
う
、
ネ
さ
だ

て
主
琵
し
7
丁
で
の
十
二
班
言
。

こ
高
は
増
光
国
で
炊
当
錬
り
こ
て
だ
。
行
政
官
和
光
J
た

法
的
細
分
が
最
終
、
飽
－
こ
正
し
当
す
ず
う
ず
は
言
隷
判
官
が

判
∴
卑
†
｛
‥
－
と
だ
、
そ
高
が
だ
新
刊
蕪
勘
勘
蟻
だ
〔
亭
主
う

各
停
布
津
訂
ゝ
証
盲
越
の
お
と
、
色
気
＼
主
唱
も
：
塙
ま
で
の
玲
紅

で
勝
目
一
∴
た
衰
退
、
語
長
が
二
部
不
、
許
可
で
も
予
は
り
不
離
申
立
て

す
う
の
か
、
と
廟
、
I
t
、
き
た
の
で
言
草
当
主
亨
、
不
騎
ふ
量
七
五
で
誘
く
、



布
教
亨
l
字
討
、
鵬
で
ヤ
1
号
†
て
管
主
、
上
手
も
放
し
高
に
千
広
告

有
が
助
か
言
す
う
Y
ご
ま
○
ぅ
右
。

各
は
、
遜
十
両
ト
、

〟
天
白
芝
ス
亨
ッ
重
－
亨
蒋
㌔
′
有
言
モ
巧
で
不
用
ヨ

な
、
環
を
酸
素
豆
気
受
け
た
こ
て
在
京
う
。
写
り
時
は
、
鬼
ま
い
I
小
二
小
五
つ

さ
に
、
今
宵
音
信
の
棄
却
と
坪
版
知
合
に
、
対
し
、
取
＝
諸
し

の
准
T
t
抹
生
○
善
し
申
′
し
立
で

モ
ー
七
、
、
7
つ
、
黒
古
を
ネ
付
す
l
昌
之

報
遥
す
十
、
擁
・
紫
電
の
本
営
さ
を
、
広
く
討
、
ぎ
却
豊
が
京
っ

草
。
ア
？
催
轍
か
う
か
が
う
穴
、
戦
き
言
っ
た
も
の
で
音
㌔

各
停
舟
山
許
す
細
分
は
不
当
で
宙
己
を
初
も
、
脅
え
3
こ
て
は
董

鯨
の
蒋
旬
で
承
り
、
若
受
託
筋
で
有
る
。
そ
し
て
．
〕
調
え
寿
げ
重
曹
存
、
う

在
日
ほ
ど
不
善
な
こ
て
が
富
－
ま
す
I
よ
、
こ
な
い
や
鮪
に
長
山
蓮
も

竣
ム
煮
ず
言
争
も
、
翠
王
も
事
前
こ
C
に
も
の
の
セ
轟
孫
で
高
言
。

0イケ∋」7⊃



以
上
諌
印
し
て
蕃
＼
た
こ
こ
こ
く
、
渦
∵
し
場
所
主
、
同
じ
淘
作
で
β
・
序
－

子
＝
7
言
迄
に
も
小
高
五
、
㌔
主
筆
？
電
極
の
L
鞘
若
し
随
分
を
違
う
主
計
辞

多
。
李
、
黒
は
一
っ
で
村
雲
め
に
。

最
後
に
、
争
え
布
部
鍋
笠
昔
諦
着
通
せ
鶴
亀
ま
至
急
、

禽
当
選
広
場
l
夜
間
串
接
、
蜜
∂
菅
、
争
議
㊥
¢
X
、
一
宮
－
で

あ
さ
こ
で
′
官
二
や
1
i
L
シ
7
、
え
で
し
み
享
、
ま
ま
7

一
九
へ
二
島
丁
木
棺
　
二
授


